
　
近
年
の
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
や
中
東
情
勢
の

緊
迫
化
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
の
先

行
き
に
は
不
透
明
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。　
　
　

　
ま
た
、
自
然
災
害
へ
の
備
え
も
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
基
礎
自
治
体
で
あ
る
区
が
区
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
役
割
は
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
８
年
度
予
算
は
「
や
り
た
い
こ
と
が
叶
う

ま
ち
。
ま
ず
は
『
安
心
』
『
活
力
』
の
土
台
づ
く

り
」を
掲
げ
、12
年
連
続
で
過
去
最
大
規
模
と
な
っ

た
。
歳
出
増
の
多
く
は
物
価
上
昇
や
人
件
費
、
福

祉
関
係
経
費
の
増
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
足
立
区

の
裁
量
に
よ
る
も
の
は
限
定
的
で
あ
る
が
、
防
災

対
策
の
強
化
、
高
齢
者
相
談
体
制
の
整
備
、
妊
産

婦
支
援
の
充
実
、
中
小
企
業
の
人
材
確
保
支
援
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
回
収
の
全
区
実
施
等
、
区
民

生
活
を
支
え
る
施
策
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
我
が
会
派
は
、
区
民
が
参
加
し
や
す
い
区
政
づ

く
り
や
持
続
可
能
な
財
政
運
営
、
寄
附
の
活
用
な

ど
歳
入
の
多
様
化
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
な
ど
地
域

の
つ
な
が
り
の
推
進
、
子
育
て
家
庭
訪
問
事
業
や

保
育
園
入
園
制
度
の
改
善
、
医
療
的
ケ
ア
児
保
育

な
ど
子
育
て
支
援
の
充
実
、
特
別
支
援
学
級
空
白

地
域
解
消
や
学
校
統
合
の
進
め
方
な
ど
教
育
環
境

の
整
備
、
登
校
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
不
登
校
支
援
や

多
様
な
学
び
の
推
進
、
住
区
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て

サ
ロ
ン
な
ど
公
共
施
設
の
使
い
や
す
さ
向
上
、
図

書
館
や
絵
本
を
通
じ
た
読
書
環
境
づ
く
り
、
各
種

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

利
便
性
向
上
、
単
身
高
齢
者
支
援
な
ど
高
齢
者
施

策
の
充
実
、
認
知
症
施
策
や
介
護
予
防
の
推
進
、

空
き
家
対
策
や
住
ま
い
相
談
の
充
実
、
梅
田
図
書

館
跡
地
な
ど
地
域
資
源
の
活
用
、
地
域
の
魅
力
づ

く
り
等
の
区
民
参
加
の
推
進
な
ど
、
幅
広
い
分
野

に
わ
た
り
提
案
と
要
望
を
行
っ
た
。
今
後
の
区
政

運
営
に
着
実
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。 

　
本
予
算
が
着
実
に
執
行
さ
れ
、
区
民
一
人
ひ
と

り
が
「
や
り
た
い
こ
と
が
叶
う
ま
ち
」
を
実
感
で

き
る
区
政
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。　

　　
区
は
、
令
和
８
年
度
予
算
案
を
「
や
り
た
い
こ

と
が
叶
う
ま
ち
。
ま
ず
は
『
安
心
』
『
活
力
』
の

土
台
づ
く
り
」
と
名
付
け
、
区
民
の
「
や
り
た
い

こ
と
が
叶
う
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
基
本
計
画

の
理
念
を
具
現
化
す
る
予
算
編
成
を
行
っ
た
。　

　
安
心
の
土
台
づ
く
り
で
は
、
建
築
物
耐
震
助
成

を
は
じ
め
、
避
難
所
体
制
の
整
備
な
ど
命
を
守
る

取
り
組
み
の
実
施
、
産
婦
健
康
診
査
や
不
登
校
支

援
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
就
労
相
談
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
安
心
を
実
感
で
き
る
施
策
の
推
進
、

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
へ
の
学
習
支
援
な

ど
、
地
域
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
る
。

　
活
力
の
土
台
づ
く
り
で
は
、
中
小
企
業
等
の
経

営
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
や
人
材
定
着
に
向
け

た
労
働
環
境
の
整
備
等
、
多
角
的
な
支
援
を
行
う

と
共
に
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
商
品

券
の
発
行
や
レ
シ
ー
ト
de
商
品
券
事
業
等
、
引
き

続
き
消
費
喚
起
策
に
取
り
組
み
、
区
民
生
活
と
地

域
経
済
を
力
強
く
下
支
え
す
べ
き
と
考
え
る
。　

　
ま
た
、
米
国
等
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
に
よ
り
燃

料
費
等
の
高
騰
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
動
向
を
注

視
す
る
と
共
に
必
要
に
応
じ
対
策
が
必
要
で
あ
る
。 

　
東
京
女
子
医
科
大
学
関
係
者
か
ら
区
長
等
へ
の

接
待
や
物
品
の
授
受
等
に
関
し
て
は
、
公
私
の
別

を
明
確
に
し
、
職
務
で
は
高
い
廉
潔
性
を
保
持
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
再
発
防
止
の
厳
格
な
ル
ー

ル
づ
く
り
と
共
に
、
な
お
一
層
の
反
省
を
求
め
る
。 

　
最
後
に
、
我
が
党
の
委
員
か
ら
指
摘
し
た
、
あ

だ
ち
食
料
品
等
物
価
高
支
援
給
付
金
、
区
民
へ
の

簡
易
ト
イ
レ
の
普
及
・
啓
発
、
若
者
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

世
帯
へ
の
防
災
意
識
の
醸
成
、高
齢
者
へ
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
購
入
支
援
、
女
性
の
が
ん
検
診
向
上
対

策
、
中
高
生
の
居
場
所
の
拡
充
、
中
小
企
業
へ
の

支
援
と
周
知
の
充
実
、
エ
ア
コ
ン
購
入
費
助
成
の

対
象
拡
大
、
地
域
交
通
の
拡
充
、
自
動
運
転
バ
ス

の
実
証
実
験
、
英
語
教
育
の
充
実
な
ど
の
様
々
な

提
案
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
予
算
の
執
行
と
区
政

運
営
に
反
映
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。　
　

　　
令
和
７
年
度
末
の
基
金
残
高
見
込
み
は
１
千
804

億
円
と
な
り
、
過
去
最
高
を
更
新
す
る
可
能
性
を

区
は
認
め
た
。
物
価
高
騰
が
続
き
、
区
民
の
暮
ら

し
が
一
層
困
難
に
な
る
中
で
、
全
国
第
５
位
の
基

金
残
高
で
あ
る
。
基
金
そ
の
も
の
は
否
定
し
な
い

が
、
暮
ら
し
応
援
の
財
源
は
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
対
策
は
極
め
て
不
十
分
で
あ
り
、
と
り
わ
け

中
小
事
業
者
支
援
に
お
い
て
、
賃
上
げ
等
幅
広
い

支
援
を
拒
否
す
る
姿
勢
は
冷
た
さ
の
表
れ
で
あ
る
。 

　
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
等
再
開
発
へ
の
数
百
億
円

の
税
投
入
な
ど
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
頼
み
の
大
型
開

発
に
は
リ
ス
ク
が
伴
う
。
火
災
・
倒
壊
危
険
度
の

高
い
木
密
地
域
対
策
こ
そ
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。

　
環
境
施
設
や
太
陽
光
の
活
用
啓
発
を
拒
否
す
る

姿
勢
は
、
と
て
も
「
地
球
に
一
番
や
さ
し
い
人
の

ま
ち
」
と
は
言
え
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
保
育
園
の
一
時
不
承
諾
が
１
千
200
名
超
に
も
か

か
わ
ら
ず
有
効
な
対
策
を
講
じ
る
姿
勢
が
な
く
、

学
校
統
廃
合
は
、
強
引
に
押
し
付
け
る
異
常
な
姿

勢
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
子
ど
も
や
地
域
の
願

い
を
踏
み
に
じ
る
姿
勢
は
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
我
が
党
の
予
算
修
正
案
は
、
出
口
の
見
え
な
い

物
価
高
騰
や
困
難
に
直
面
し
た
区
民
を
応
援
す
る

も
の
で
あ
り
、
基
金
総
額
の
1.5
％
、
財
政
調
整
基

金
の
6.4
％
の
活
用
で
実
現
可
能
な
内
容
で
あ
る
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
平
均
７
千
887
円
の

値
上
げ
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
平
均
１

万
６
千
44
円
の
大
幅
な
値
上
げ
で
あ
る
。
新
た
に

導
入
さ
れ
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
」
は
、

国
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
認
め
ら
れ
な
い
。 

　
介
護
保
険
特
別
会
計
は
賛
成
だ
が
、
次
期
保
険

料
検
討
の
際
に
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
求
め
る
。 

　
最
後
に
、
東
京
女
子
医
科
大
学
関
連
で
は
、
125

億
円
も
の
巨
額
の
補
助
を
受
け
る
利
害
関
係
者
と

区
長
や
区
幹
部
が
繰
り
返
し
飲
食
を
行
い
、
物
品

の
提
供
を
受
け
て
い
た
事
実
は
、
社
会
通
念
上
妥

当
と
は
言
え
ず
、
議
会
と
の
信
頼
を
壊
す
も
の
で

あ
り
、
今
後
の
新
た
な
対
応
策
を
求
め
る
。　
　

　
令
和
８
年
度
、
当
初
予
算
編
成
の
あ
ら
ま
し
の

タ
イ
ト
ル
を
「
や
り
た
い
こ
と
が
叶
う
ま
ち
。
ま

ず
は
『
安
心
』
『
活
力
』
の
土
台
づ
く
り
」
と
銘

打
ち
、
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
12
年
連
続
過
去

最
大
を
更
新
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
経
済
分
析
・
デ
ー
タ
活
用

に
長
け
た
専
門
人
材
の
活
用
、
小
・
中
学
校
に
お

け
る
主
権
者
教
育
の
更
な
る
取
り
組
み
や
若
者
投

票
率
の
向
上
、
高
校
生
に
よ
る
模
擬
区
長
選
挙
の

支
援
、
多
額
の
予
算
を
余
ら
せ
て
し
ま
っ
た
Ｐ
ａ

ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
商
品
券
・
レ
シ
ー
ト
de
商
品
券
事
業
の

反
省
を
活
か
し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
く
経
済
対
策
の

実
施
、
体
験
格
差
を
解
消
す
べ
く
18
歳
以
下
の
区

民
の
区
施
設
利
用
の
無
償
化
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
住
ま
い
確
保
の
支
援
、
不
登
校
児
童
・
生
徒

の
居
場
所
、
ス
モ
ー
ル
・
ス
テ
ッ
プ
・
ル
ー
ム
の

利
用
者
増
加
等
に
つ
い
て
、
政
策
提
言
や
改
善
点

の
指
摘
を
行
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
回
の
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
区
長
が
東
京

女
子
医
科
大
学
か
ら
贈
答
品
を
受
け
取
っ
て
い
た

こ
と
や
、
会
費
に
見
合
わ
な
い
会
食
を
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
様
々
な
問
題
点
を
指
摘
し
た
。　
　

　
昨
年
２
月
の
本
会
議
で
、
東
京
女
子
医
科
大
学

か
ら
金
品
の
授
受
や
接
待
・
会
食
等
が
な
い
か
に

つ
い
て
調
査
が
必
要
で
は
な
い
か
と
質
問
し
た
が
、

１
年
も
か
か
っ
て
よ
う
や
く
議
会
に
報
告
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
他
会
派
か
ら
も
指
摘
が
あ
っ
た
。

　
調
査
報
告
書
に
は
会
食
や
贈
答
品
の
詳
細
等
も

不
明
で
、
区
長
だ
け
が
社
会
通
念
上
問
題
な
い
と

す
る
姿
勢
や
、
利
害
関
係
者
か
ら
の
物
品
授
受
の

有
無
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
矮
小
化
し
た

答
弁
に
終
始
し
、
高
級
品
の
授
受
の
有
無
に
つ
い

て
明
確
に
し
な
か
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
区
長
の
道
義
的
責
任
は
極
め
て
重
大
で
あ
り
、

事
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
再
調
査
や
資
料
提

出
を
求
め
る
と
共
に
、
接
待
や
物
品
の
授
受
に
つ

い
て
は
法
的
拘
束
力
の
あ
る
条
例
で
制
限
す
る
よ

う
強
く
求
め
、
討
論
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　

　
政
府
は
、
令
和
８
年
２
月
の
月
例
経
済
報
告
で

「
景
気
は
、
米
国
の
通
商
政
策
の
影
響
が
残
る
も

の
の
、
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
」
と
し
た
一
方
、

物
価
動
向
や
米
国
の
通
商
政
策
、
金
融
資
本
市
場

の
変
動
等
に
よ
る
リ
ス
ク
や
中
東
情
勢
が
日
本
経

済
へ
与
え
る
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
先
行
き

は
依
然
と
し
て
不
透
明
な
状
況
で
あ
る
。　
　
　

　
区
内
経
済
に
つ
い
て
は
中
小
企
業
景
況
調
査
に

お
い
て
、
景
気
見
通
し
を
「
良
い
」
「
普
通
」
と

す
る
回
答
が
７
割
以
上
を
占
め
た
一
方
、
競
争
激

化
、
価
格
の
高
騰
、
人
手
不
足
等
が
経
営
上
の
課

題
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
経
費
節
減
、

販
路
拡
大
、
人
材
確
保
等
が
重
点
施
策
と
し
て
示

さ
れ
、
区
は
事
業
者
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、

適
切
な
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
令
和
８
年
度
予
算
は
、
「
安
心
」
と
「
活
力
」

の
二
つ
の
視
点
か
ら
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
向
上

さ
せ
る
強
固
な
土
台
を
築
く
予
算
と
な
っ
た
。
命

を
守
る
施
策
や
世
代
を
問
わ
ず
安
心
を
実
感
で
き

る
取
組
、
公
共
交
通
の
確
保
、
地
域
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
等
、
「
安
心
」
の
基
盤
づ
く
り
と
共
に
、

中
小
企
業
や
医
療
機
関
へ
の
経
営
・
人
材
確
保
支

援
、
消
費
喚
起
策
等
を
通
じ
た
地
域
経
済
の
下
支

え
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
等
、
「
活
力
」
の
基

盤
づ
く
り
を
進
め
る
予
算
で
あ
り
、
一
定
の
評
価

を
す
る
も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
方
、
財
政
運
営
の
あ
り
方
、
区
内
消
費
喚
起
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
外
国
人
支
援
、
ア
ー

バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
野
球
場
整
備
、
こ
ど
も
・

若
者
の
居
場
所
づ
く
り
、
地
域
通
貨
、
竹
の
塚
や

六
町
の
ま
ち
づ
く
り
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
区

政
運
営
に
地
域
の
声
を
反
映
す
る
よ
う
要
望
す
る
。 

　
ま
た
、
東
京
女
子
医
科
大
学
の
問
題
で
は
、
議

会
へ
の
報
告
が
遅
れ
た
点
に
つ
い
て
反
省
を
求
め
、

職
員
へ
の
周
知
徹
底
と
区
民
目
線
の
区
政
運
営
を

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
今
後
も
区
民
に
寄
り
添
い
区
政
発
展

に
努
め
る
決
意
を
示
し
て
討
論
と
す
る
。　
　
　

討 論 者

佐藤 あい
委　員

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
・

無
所
属
の
会

討 論 者

おぐら 修平
委　員

是
々
非
々
の
会

(

維
新
・
参
政
・

無
所
属・立
憲)

討 論 者

横田 ゆう
委　員

日
本
共
産
党

足
立
区
議
団

討 論 者

長井 まさのり
委　員

足
立
区
議
会

公

明

党

討 論 者

しぶや 竜一
委　員

足
立
区
議
会

自
由
民
主
党

令和８年予算特別委員会の
映像は区議会ホームページで
ご覧いただけます

※予算特別委員会の審査結果は８面に掲載しています。

予算特別委員会
          の討論(要旨)
予算特別委員会
          の討論(要旨)

足 立 区 議 会 だ よ り 令和８年（2026年）4月 25日（7）第３３４号


